
ー名護市教育委員会 令和６年３月14日発行ー

名護市では、市全体でCSを推進するため各学校運営協議会会長、教職員、社会教育団体、地域コー
ディネーター（地域学校協働活動推進員）、教育委員会等の計44名でCS推進委員会を組織し多くの関
係者でビジョンや活動事例の共有、ありたい姿の協議などを行っております。本第７号では、2月22
日に開催された総会の内容についてお伝えします。

＝市全体、各学校、子ども達、関係者の様子をお届け＝

CS推進スローガン（導入期）

CS通信7号

プログラム

多くの関係者で確認と共有の様子

活動と大事にしてきたものを振り返る

〇委員長（教育長）あいさつ

〇令和５年度の活動報告

・推進委員会活動報告

・学校家庭地域協働部会

・幼小中協働部会

・各校区の取組

〇協議

・CS推進委員会体制図

・令和６年度活動計画

・令和６年度CS推進学校訪問

〇実践事例発表

・瀬喜田小学校

・羽地中学校区学校運営協議会

これからの活動へ協議

実践事例発表

学校 学校運営協議会

・推進体制
・活動計画
・CS推進学校訪問

実践事例発表の様子
（左：瀬喜田小学校伊波校長、右：羽地中学校区学校運営協議会新城会長）

「つながり」・「互恵性」



＝ お問い合わせ 名護市教育委員会 学校教育課 学校支援係 ☎５３－１２１２（内379） ＝

CS通信ってなに？

１．名護市全体でのCS推進の取組み発信
２．各学校でのCSの取組み発信
３．地域と連携した授業の様子を共有
４．子ども達の地域に根差した活動を発信

◆各学校単位で配置が可能

令和５年度CS推進委員会これまでの取組

◆他のコーディネーターと情報交換や勉強会あり

◆例えばこんな活動があります

〇人（学校）と人（地域）をつなぐ

〇情報の発信 〇活動の企画・調整 など

◆できる活動をできる範囲からスタート

CSが 理想 ⇒ 目標 に変わったCSを生かしさらに魅力ある学校へ

でぃ シチマンタル！！
（さあ やろう！！）

・いこる（炭が赤々と火がついた状態（に人が集まる））
・模擬会社リンクス（起業家教育）に企業や地域住民
の関わり。
・CSが理想から目標に変わった。

先進地視察（広島県府中明郷学園）

学校運営協議会の積極的な関わり
・きのこ型バス停塗り替え（資金造成、デザイン美術部、草刈り）

・羽地絵本プロジェクト（羽地をさらに好きになってほしい）

・真喜屋の魅力探偵団（情報発信を地域やプロが指導）

・中学校区「CSテーマ」「つけたい力」を学校グランド
デザインへ中学校区の３校で統一掲載。
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・在籍児童生徒数の減少。少子化でも選ばれている学
校がある。選ばれる学校になるために「魅力ある学校」
について地域・保護者・教員で拡大熟議。

CS推進学校訪問

CSアンケート調査結果から

CS導入年数からみる効果の一部を紹介。
(他要因も大きく影響しているものと推察される)

が、

実践事例

事後アンケートより

6年目

2～5年目

2～3年目

6年目

2～5年目

2～3年目

授業力の向上 地域における大人
との関わり

2～5年目

2～3年目

6年目

保護者・地域住民
への信頼の高まり

保護者、地域住民、教職員
等の多くの関係者が参加し
公開授業参観と拡大熟議を行い現状及びビジョンの
共有を行う。（令和５年度は６中学校区で実施。）

・熟議で教員、地域の方の想い考えを聞け、子ども達へ
の願いや目指すことは一緒であることを確認できた。
・子ども像について話し合うことで、役割を再確認できた。
・小中連携についても力を入れるべきと感じた。

熟議・小中連携の重要性

総会5/19
・名護市のCS推進の方向性の確認
・活動の確認（年計、部会活動、CS推進学校訪問等）
・協議⇒「つながる」CS～協働活動が創る互恵性～

学校家庭地域協働部会11/22

幼小中協働部会8/23
・実践事例発表（東江小）
・協議⇒学びの一貫性を意識し授業改善を図る

・取組状況の共有
・協議⇒「つながる」CS～取組みと関わりから考える

今とこれから～

つながり ・ 互恵性

瀬喜田小学校 羽地中学校区学校運営協議会

子どもへの効果教職員への効果教職員への効果

地域コーディネーター
（地域学校協働活動推進員）

募集！！


